
     
 

 

     

発達障害がある人は、社会コミュニケーションの問題や興味思考の偏りに加え、

身体機能や感覚面に問題を抱えています。具体的には不器用さや疲れやすさ、感覚過敏などが挙げられ、

直接的・間接的に「生きづらさ」につながることがあるといわれています。     

しかし、周囲の人には気づかれにくく、支援が必要な問題だと認識されにくいという課題があること

から、発達障害を持つ人と彼らを支える人々の支援の在り方を研究されています。講師とともに、地域

全体で発達障害を持つ人をしっかりと抱えていくことができる「支援のまちづくり」について考えてみ

ませんか？ 

 

日 時： 令和２年１月２５日（土）１３：３０～１６：３０ 
 

内 容： 講演会と事例検討会 
テーマ「発達障害の子どもや大人の感覚と運動機能からくる生きづらさの理解と支援」 
講  師：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科   

                教授 岩永 竜一郎先生 （作業療法士） 

 

〈ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ〉 

13：00～ 受付 
13：30～ 講演会  「発達障害の子どもや大人の感覚と運動機能からくる 

生きづらさの理解と支援」 
     15：00～  休憩 

     15：10～ 事例検討会（子ども達の運動等に悩んでいることを話し合いましょう） 
16：30   終了 

 
会 場： こころの健康センター研修室 

      （金沢市鞍月東２－６ 電話０７６－２３８－５７５０） 
 

    対 象：医療・保健・教育・福祉関係者 
 

＊子どもの心のケア研究会と共催します。 

        参加申込み： 令和２年１月１０日（金）まで 

              ※会場収容人数の関係から、先着７０名で締め切らせていただきます。 

※Fax での申し込みをもって、研修の参加を決定といたします。 

               ※定員を超えた場合のみ、参加不可のご連絡をさせていただきます。  

     申込み先： 石川県こころの健康センター 相談課 

              TEL：076-238-5750  FAX：076-238-5762 

【講師プロフィール】 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻理学・作業療法学講座教授、医学

博士、作業療法士、感覚統合学会理事、特別支援教育士スーパーバイザーほか、

長崎県内外のさまざまな委員を兼任。 

アスペルガー症候群の息子がおり、長崎県自閉症協会高機能部部長としても活動

しています。 

 平成 16 年 4 月～平成 18 年 3 月 長崎大学医学部保健学科 助教授 

 平成 18 年 4 月～平成 28 年 12 月 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科准教授 

 平成 29 年 1 月～ 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授. 現在に至る 

令和元年度 第５回 

子どものこころの問題に携わる関係者育成セミナー 

 



石川県こころの健康センター 相談課 行 

FＡＸ ０７６－２３８－５７６２  （送信票は不要です） 

令和元年度 第５回 子どものこころの問題に携わる関係者育成セミナー 

参 加 申 込 書（１／１０（金）） 
                     

所属機関 ：              連絡先 TEL：（   ）  －       

 

会場 ： 石川県こころの健康センター 2 階研修室                                                                                                                                                                                                    
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職  種 

出席できるところに○をしてください。なお 

事例を提示できる方は◎をしてください。 

講演会 

事例検討会 

 

13:30 

～ 

16:30 

 

 

 

事例提供希望者：◎ 
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